
匝
弗
の
ク
リ
エ
イ
ダ
す
た
ち
が

宿
戸
減
止
揚
配
町
田
N
※
町
田
営
‰
牙
皐
プ
ン

32

「
T
E
N
X
T
E
N
」

の
テ
ン
は
、

展
示
の
展
、
店
舗
の
店
、
起
点
の
点
、

空
の
天
、
そ
し
て
1
0
×
1
0
=

1
0
0
人
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
た
ち

の
こ
と
。
ク
リ
エ
イ
タ
ー
た
ち
の
ユ

ニ
ー
ク
な
才
能
が
集
結
し
て
、
2

月
2
3
日
、
波
止
場
町
の
神
戸
市
国

産
上
屋
1
号
・
2
号
倉
庫
を
改
造
し

て
オ
ー
プ
ン
し
た
。
神
戸
は
も
と
よ

り
、
日
本
各
地
、
世
界
の
国
々
か
ら

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

を
持
ち
寄
り
、
ブ
ー
ス
展
開
を
行
な

う
。
家
具
、
木
工
、
陶
器
、
絵
画
、

楽
器
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
な
ど
、

と
て
も
書
き
き
れ
な
い
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
オ
ペ
ラ
歌
手
・

飯
田
美
奈
子
さ
ん
の
晴
れ
や
か
な
歌

声
で
幕
を
開
け
た
。
鵜
崎
功
神
戸
市

助
役
、
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備

局
藤
田
郁
夫
副
局
長
が
お
祝
い
に
か

け
つ
け
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。
ま
た
井

戸
敏
三
兵
庫
県
知
事
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
清
原
桂
子
兵
庫
県
理
事
が
代

読
。
そ
の
後
、
和
太
鼓

「
R
E
N

神
戸
」

の
祝
い
太
鼓
が
鳴
り
響
い
た
。

神
戸
波
止
場
町
T
 
E
 
N
 
X
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T
E
N
で
は
、
ブ
ー
ス
展
開
だ
け

で
な
く
、
土
曜
・
日
曜
を
中
心
に
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
て

い
る
。
4
月
1
6
日

(
日
)

は
、
モ

ン
ゴ
ル
帝
国
建
国
誼
念
日
に
当
た
り
、

馬
頭
琴
や
モ
ン
ゴ
ル
舞
踊
と
と
も
に

モ
ン
ゴ
ル
の
文
化
・
生
活
を
紹
介
。

9
日

(
日
)

の
ブ
ル
ー
ス
の
夕
べ
、

2
3
日

(
日
)

ピ
ア
ノ
弾
き
語
り
な

ど
の
ラ
イ
ブ
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

出
展
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
体
験
教
室
も
、
毎
週
企

画
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
、
T
E
N
 
X
 
T
E
N
か
ら
月

刊
で
発
行
さ
れ
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
。
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圏
関
田

圏
園
田

詩
情
回神

戸
っ
子
賞

受
賞
昔
発
表

月
刊
神
戸
っ
子
創
刊
3
0
周
年
を
記
念
し
て
創
設
し
た

「
神
戸
っ
子
貨
」
。
分
野
を
問
わ

ず
、
長
年
の
活
動
の
蓄
積
に
よ
っ
て
、
神
戸
文
化
の
振
興
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
功

労
の
あ
る
方
に
賞
を
贈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

(
授
賞
式
は
4
月
5
日
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
に
て
)

選
考
委
員

太
田

敏
郎

(
株
式
会
社
ノ
ー
リ
ツ
名
誉
会
長
)

新
野
幸
次
郎

石
阪

春
生

武
田

則
明

小
泉
美
喜
子

34

プ
ル
臆
メ
漢
ル
賞

受
賞
苦
発
表

月
刊
神
戸
っ
子
創
刊
1
0
周
年
を
機
に
、
神
戸
の
文
化
を
推
進
す
る
た
め
に
、
文
化
賞

「
ブ
ル
ー
メ
ー
ル

(
青
い
海
)
貨
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
各
部
門
別
に
選
考
会
を
開
い

た
結
果
、
左
記
の
5
名
の
方
に
貨
を
贈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

(
授
賞
式
は
4
月
5
日
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
に
て
)

◆
文
学
部
門

た

か

は

し

ふ
∴
∴
み

こ

高
橋

冨
美
子

(
詩

人
)

選
考
委
員

伊
勢
田
史
郎

安
水

稔
利

鈴
木

漢
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◆
音
楽
部
門

お
∴
∴
ギ
)

婁

ひ

さ

こ

尾
崎

比
佐
子

(
声
楽
家
)

畠響書芸
員

弘 敏 忠
則 也 男

◆
美
術
部
門

澤
田

知
子

(
写
真
家
)

選
考
委
黄

河
崎

晃
一

越
智
裕
二
郎

◆
舞
台
芸
術
部
門

上
田
兄
弟
会

(
能
楽
師
)

二∴二三妻
貴

顕 美 漣
彦 代 箕

35

◆
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
部
門

高
田

悪
太
郎

神
戸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
プ
ロ
デ
ユ

I
サ
i
一

選
考
委
員

西
川

勝
実

鈴
木

章
子

見
寺

貞
子

小
泉
美
喜
子

(朋不同・敬称略)
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●
第
十
五
回
神
戸
っ
子
賞

神
戸
ル
ミ
ナ
リ
エ
開
催
と
、
継
続
に
尽
力

太
田
敏
郎

新野幸次郎さん

〈神戸都市問題研究所理事長〉

石阪蕃生さん〈画家〉武田則明さん〈建築家〉小泉美喜子〈本誌総編集長〉

■
選
考
経
過

長
年
の
活
動
に
よ
っ
て
神
戸
の
経

済
発
展
や
文
化
振
興
に
功
績
の
あ
っ

た
方
に
贈
ら
れ
る
賞
。

前
神
戸
市
長
で
、
現
在

(
財
)

神

戸
国
際
協
力
交
流
セ
ン
タ
ー
理
事
長

の
笹
山
幸
俊
。
兵
庫
県
教
育
委
員

長
な
ど
を
つ
と
め
、
幼
児
教
育
に
た

ず
さ
わ
っ
て
き
た
明
進
曾
理
事
長
の

並
川
明
子
。
日
韓
の
交
流
に
尽
力

し
た
日
韓
親
善
協
会
の
砂
野
耕
一

会
長
。
真
珠
の
ま
ち
神
戸
の
代
表
格
・

田
崎
真
珠
の
田
崎
俊
作
社
長
。
棋

士
の
谷
川
浩
司
。
兵
庫
県
囲
碁
連

盟
代
表
幹
事
な
ど
を
つ
と
め
、
囲
碁

の
普
及
の
た
め
に
紙
の
碁
盤
を
寄
贈

す
る
な
ど
の
活
動
を
行
な
っ
て
い
る

西
村
修
。
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
研
究

機
構
理
事
長
・
野
尻
武
敏
。
震
災
後
、

都
市
や
建
築
物
の
抱
え
る
問
題
を
研

究
、
都
市
間
題
を
提
起
し
続
け
て
き

た
室
崎
益
喜
、
安
田
丑
作
。
横
満

正
史
の
生
誕
地
記
念
碑
の
建
設
に
尽

カ
し
た
東
川
崎
町
自
治
会
長
の

後
藤
実
。
ま
た
、
オ
リ
ッ
ク
ス
バ

フ
ァ
ロ
ー
ズ
前
監
督
・
仰
木
彬
の

急
逝
が
惜
し
ま
れ
た
。

今
回
授
賞
の
太
田
敏
郎
は
、
毎

年
授
賞
候
補
に
挙
が
っ
て
き
た
。
当

時
と
し
て
は
画
期
的
な
風
呂
釜
を
扱

う
能
率
風
呂
工
業
を
創
業
、
そ
の
後

(
株
)

ノ
ー
リ
ツ
と
社
名
変
更
し
、

本
業
は
お
湯
に
こ
だ
わ
り
な
が
ら
神

戸
経
済
界
で
活
躍
、
震
災
後
、
神
戸

ル
ミ
ナ
リ
エ
組
織
委
員
会
で
、
神
戸

ル
ミ
ナ
リ
工
の
開
催
に
大
き
く
貢
献

し
た
。

(
文
中
敬
称
略
)

歴代受賞者
1.淀川長治(映画評論家)

2.朝比奈隆(指揮者)

3.陳舜臣(作家)

4.宮崎辰雄(前神戸市長)

5.中内功(ダイエー創業者)

6.中西勝(画家)

7.東山魁夷(画家)

8.妹尾河童(舞台芸術家・エッセイスト)

9.高村勅(コープこうべ名誉理転長腰間)

10.新野幸次郎(神戸都市問題研究所所長)

11.鬼塚喜八郎(アシックス会長)

12.貝原俊民(前兵庫県知事)

1 3.下村俊子(神戸属し月堂代表取締役社長)

14.林 同春(神戸華僑総会名誉会長)
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神戸ルミナリエ点灯式にて

音
推
薦
の
こ
と
ば

海
軍
兵
学
校
で
の
人
間
形
成
を
誇

り
に
し
て
清
潔
で
、
た
く
ま
し
く
、

か
つ
、
人
お
も
い
の
素
晴
ら
し
い
掻

営
者
、
(
株
)

ノ
ー
リ
ツ
創
業
者
の

太
田
敏
郎
さ
ん
の
こ
と
は
、
ご
存
じ

の
方
も
多
い
。
そ
の
太
田
さ
ん
は
、

大
震
災
の
時
は
神
戸
商
工
会
議
所
の

副
会
頭
で
も
あ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ

も
あ
っ
て
、
震
災
復
興
に
も
色
々
と

大
変
な
貢
献
を
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
最
大
の
も
の
の
一
つ
は
、
神
戸

ル
ミ
ナ
リ
工
の
募
金
活
動
で
し
た
。

ル
ミ
ナ
リ
工
に
は
6
億
円
ほ
ど
の
費

用
が
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
て
経

営
上
の
困
難
を
か
か
え
て
い
た
企
業

か
ら
こ
れ
だ
け
の
お
金
を
集
め
る
事

は
大
変
な
事
で
し
た
。
し
か
し
神
戸

っ
子
と
し
て
太
田
さ
ん
は
海
兵
魂
を

発
揮
し
て
、
ま
っ
た
く
一
人
で
一
社

あ
た
り
数
百
万
円
か
ら
数
千
万
円
と

集
め
て
ゆ
か
れ
、
人
々
の
魂
を
ゆ
き

ぶ
る
ル
ミ
ナ
リ
工
を
実
現
し
、
今
日

ま
で
続
け
て
お
ら
れ
る
の
で
す
。
自

分
の
こ
と
し
か
考
え
な
い
人
の
多
い

今
日
、
私
た
ち
神
戸
市
民
は
、
太
田

さ
ん
が
こ
の
街
に
い
る
こ
と
を
誇
り

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
新
野
幸
次
郎
)
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●
誓
千
四
回
プ
ル
8
メ
ー
ル
賞
〈
文
学
部
門
〉

充
実
の
作
品
群
、
今
が
書
き
ざ
か
り

高
橋
冨
美
子

伊勢田史郎さん〈詩人〉鈴木 漢さん〈詩人〉 安水稔和さん〈詩人〉

臆
選
考
経
過

一
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
発
表

さ
れ
た
詩
集
の
中
か
ら
、
秀
作
が
選

ば
れ
た
。

岩
井
八
重
美

『
水
の
あ
る
と
こ

ろ
』

は
、
日
常
を
舞
台
に
し
な
が
ら
、

人
間
の
普
遍
的
な
喜
び
、
悲
し
み
に

浸
透
し
て
ゆ
く
生
活
詩
と
高
い
評
価
。

長
く
執
筆
を
続
け
る
井
口
幻
太
郎
『
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
の
食
事
』

『
旧
街
道
の

通
過
す
る
町
』
。
坂
東
里
美
『
タ
イ

フ
ー
ン
』
、
玉
川
佑
香
『
か
な
し
み

祭
り
≒

生
き
生
き
と
感
性
溢
れ
る

中
本
百
合
枝

『
月
に
つ
る
し
た
玉

葱
』
、
中
谷
恭
子
『
緑
色
の
目
の
犬
』
。

自
身
の
子
供
の
頃
や
、
学
校
現
場
を

テ
ー
マ
に
し
た
彼
末
れ
い
子

『
ほ

ほ
え
み
の
人
』
。
出
自
で
あ
る
大
三

島
を
思
わ
せ
る
の
び
の
び
し
た
作
風

の
在
間
洋
子
『
船
首
場
』
。
第
1
回

中
原
中
也
賞
、
第
4
1
回
土
井
晩
翠

賞
を
受
賞
し
た
実
損
の
あ
る
豊
原

清
明
が

『
時
間
の
草
』
を
上
梓
。

結
果
、
最
新
詩
集
『
塔
の
ゆ
く
え
』

が
高
い
評
価
を
受
け
た
高
橋
冨
美

子
に
今
年
度
の
授
賞
が
決
定
し
た
。

(
文
中
敬
称
略
)
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18.森栄枝(小説)

19.田中紀子(詩)

20.夏日ゆらこ(小説)

21.渡辺信雄(詩)

22.吉田典子(小説)

23.村中秀雄(話)

24.大塚雅子(評論)

25.増田まさみ(詩)

26.野元正(小説)

27.岩崎風子(詩)

28.毛丹青(エッセイ)

29.由良佐知子(詩)

30,北原文雄(小説)

31.今村欣史(詩)

32.上村武男(小説)

33.水こし町子(詩)

歴代受賞者
1.中村陸(詩)

2.鄭承博(小説)

3.小泉八重子(俳句)

4.福元早天(小説)
5.三宅武(詩)

6.秋吉好(小説)

7.江頭逆子(詩)

8.桜井利枝(小説)

9.梅村光明(詩)

10.吉保和佐(小説)

11.季村敏夫(詩)

12.福岡勝利(小説)

13.時里二郎(詩〉

14.松尾美恵子(評論)

15.武田信明(詩)

「6.山西史子(小説)

17.たかとう匡子(詩)
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塔
の
ゆ
く
え

編集工房ノア刊

み
ご
と
な
落
日
を
背
に

海
峡
の
激
し
い
潮
の
流

れ
を
見
下
ろ
し
て

永
遠
の
よ
う
に
そ
こ
に
立
っ
て

い
た

わ
た
し
た
ち
の
白
い
塔

そ
れ
が
大
地
か
ら

根
こ
そ
ぎ
引
き
抜
か
れ
た
と
き
の

悲
鳴
の
よ
う
な

音
が

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
な
か
っ
た
も
の
の
耳
に

届
く
わ
け
も
な
く

わ
た
し
に
出
来
る
こ
と
と
い
え

ば

巨
大
な
ク
レ
ー
ン
が

か
ば
そ
い
尖
塔
を
引
っ

さ
げ
て
真
昼
の
海
を
渡
っ
た
と
い
う

そ
の
光
景
を

ほ
の
白
い
月
が
照
ら
す
夜
の
航
路
に

お
ろ
お
ろ
と

浮
か
べ
て
み
る
だ
け
だ

音
推
薦
の
こ
と
ば

高
橋
冨
美
子
の
は
じ
め
て
の
詩
集

『
魚
の
ポ
ー
ズ
』

は
豊
か
な
才
能
を

感
じ
さ
せ
る
い
い
詩
集
だ
っ
た
。
感

受
性
の
祝
祭
。
次
の
詩
集

『
駒
袋
』

は
将
棋
詩
集
。
お
そ
ら
く
類
書
は
な

い
ユ
ニ
ー
ク
な
詩
集
。
こ
の
た
び
の

詩
集
『
塔
の
ゆ
く
え
』

は
生
と
死
を

考
え
る
い
の
ち
の
詩
集
。
充
実
の
詩

集
で
あ
る
。

「
一
滴
の
水
を
も
こ
ぼ
す
ま
い
と

/
口
許
を
か
た
く
結
び
/
は
だ
し
の

足
裏
で
し
っ
か
り
と
大
地
を
と
ら
え

て
/
あ
な
た
は
/
永
遠
に
水
を
運
び

続
け
る
少
女
で
あ
る
」

(
「
水
を
運
ぶ

少
女
」
結
び
)
。

少
女
は
詩
人
で
、
水
は
い
の
ち
で
。

身
近
な
日
常
の
生
活
か
ら
、
見
知
ら

ぬ
人
々
や
遠
い
国
の
事
件
ま
で
、
今

生
き
て
い
る
私
た
ち
に
繋
が
る
多
く

の
い
の
ち
を
確
か
め
る
確
か
な
い
の

ち
の
歌
で
あ
る
。

書
き
ざ
か
り
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

高
橋
冨
美
子
は
今
春
き
ざ
か
り
の
書

き
手
で
あ
る
。
こ
の
先
信
頼
で
き
る

書
き
手
と
い
っ
て
い
い
。
海
と
橋
を

望
む
垂
水
の
地
に
住
む
こ
の
詩
人
、

神
戸
の
文
学
賞
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
貨
に

ぴ
っ
た
り
だ
。

(
安
水
稔
和
)
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●
第
三
十
四
回
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
〈
音
楽
部
門
)

完
熟
の
季
節
を
歌
う

尾
崎
比
佳
子

40

臆
選
考
委
員

小石忠男さん

<音楽評論家>
中西弘則さん 響 敏也さん

<神戸新聞東京支社編集部長> <作家・音楽評論家>

漢
選
考
経
過

神
戸
、
関
西
の
音
楽
界
で
活
躍
す

る
音
楽
家
、
全
国
的
、
国
際
的
に
活

躍
の
場
を
広
げ
る
音
楽
家
た
ち
の
名

前
も
多
く
挙
が
っ
た
。

ま
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
ク
ー
ル

で
そ
の
楽
曲
が
課
題
曲
に
選
ば
れ
る

な
ど
、
活
躍
を
続
け
て
い
る
作
曲
家
・

千
原
英
喜
。
日
本
や
ア
ジ
ア
の
伝

統
芸
能
、
民
俗
的
要
素
を
盛
り
込
ん

だ
作
風
が
特
徴
だ
。
着
実
な
活
動
と
、

独
自
の
視
点
か
ら
の
文
学
性
豊
か
な

音
楽
作
品
の
水
準
の
高
さ
に
、
注
目

が
集
ま
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ラ
ト
ゥ
ー

ラ
・
ソ
プ
ラ
ノ
と
し
て
抜
群
の
技
巧

と
評
価
の
高
い
福
永
修
子
は
、
最

近
の
安
定
か
つ
充
実
し
た
舞
台
活
動

が
評
価
さ
れ
た
。
若
手
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
の
育
成
に
多
大
な
功
績
が
あ

る
小
栗
ま
ち
絵
。
彼
女
の
も
と
か

ら
世
界
舞
台
で
活
躍
の
場
を
広
げ
た

若
手
・
木
嶋
真
優
、
世
界
的
に
有

名
な
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
中
曽

根
真
の
名
前
も
。
着
実
に
舞
台
出

演
を
続
け
る
テ
ノ
ー
ル
・
松
本
薫

平
に
も
期
待
の
声
が
挙
が
っ
た
。

近
年
、
評
価
が
高
ま
り
続
け
る

尾
崎
比
佐
子
は
、
昨
年
5
月
の
釜

洞
祐
子
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
オ
ペ
ラ

「
カ

ル
メ
ル
会
修
道
女
の
対
話
」

で
の
受

肉
の
マ
ザ
ー
・
マ
リ
ー
、
そ
し
て
今

年
2
月
の
、
べ
ッ
リ
ー
ニ
作
曲
「
ロ

メ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
タ
」

で
の
ジ
ュ

リ
エ
ッ
タ
役
な
ど
、
多
く
の
舞
台
で

充
実
の
歌
唱
力
を
発
揮
し
た
。

(
文
中
敬
称
略
)

18.広岡隆正(声楽)

19.或洋子(ピアノ)

20.大前哲(作曲)

2「.中野廣理(ピアノ)

22.田中修二(ピアノ)

23.岡本一郎(リュート)

24.畑儀文(声楽)

25.釜洞祐子(声楽)

26.アート・エイド・神戸(プロデュース)

27.鈴木雅明(指揮・チェンバロ)

28.北浦洋子(ヴァイオリン)

29.林 裕(チェロ)

30.井原秀人(声楽)

31.田中敬子(ピアノ)

32.松原千振(指揮)

33.唐澤まゆこ(声楽)

歴代受賞者
1.田原富子(ピアノ)

2.矢野恵一郎(合唱指導)
3.上月倫子(バレエ)

4.今岡頼子(バレエ)

5.小石忠男(音楽評論)
6.中村茂陸(作曲)

7.関晴子(ピアノ)

8.坂本環(声楽)

9.山内鈴子(ピアノ)

10.松本幸三(声楽)

「1.伊藤ルミ(ピアノ)

12.井上和世(声楽)

13.末広光夫(プロデュース)

14.安芸栄子(声楽)

15.延原武春(指揮)

16.中西覚(作曲)

17.青井彰(ピアノ)
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臆
推
薦
の
こ
と
ば

天
才
少
年
や
天
才
少
女
と
い
う
種

族
が
、
芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で

特
に
珍
し
く
な
い
時
代
だ
。

音
楽
で
も
、
年
少
の
天
才
が
ピ
ア

ノ
や
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
分
野
で
大
量

生
産
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
声
楽
の

分
野
に
は
な
い
。
声
楽
で
は
、
大
人

の
身
体
と
声
と
技
術
、
そ
れ
に
大
人

の
心
が
完
成
さ
れ
て
初
め
て
、
本
物

の
表
現
が
可
能
。
ピ
ア
ノ
や
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
の
よ
う
に

「
子
供
な
が
ら
大

人
顔
負
け
の
腕
前
と
表
現
」
な
ん
て

珍
現
象
は
、
声
楽
で
は
あ
り
え
な
い
。

歌
は
歌
い
手
の
人
間
性
の
反
映
だ
。

で
は
、
大
人
の
技
術
と
大
人
の
心

を
持
っ
た
声
楽
と
は
、
ど
ん
な
本
物

の
世
界
を
聴
か
せ
る
の
か
。
知
り
た

け
れ
ば
、
尾
崎
比
佳
子
の
ソ
プ
ラ
ノ

を
聴
け
ば
い
い
。
抜
群
の
説
得
力
あ

る
声
の
浸
透
力
も
、
歌
詞
の
伝
達
力

も
、
華
麗
な
技
巧
を
駆
使
し
て
飛
翔

す
る
歌
唱
法
コ
ロ
ラ
ト
ゥ
ー
ラ
も
、

す
べ
て
大
人
の
完
成
度
だ
。
昨
年
の

オ
ペ
ラ

『
カ
ル
メ
ル
会
修
道
女
の
対

話
』

で
の
名
唱
も
鮮
烈
だ
っ
た
。

ま
さ
に
今
、
尾
崎
は
声
楽
家
と
し

て
成
熟
の
頂
点
に
あ
る
。
完
熟
の
季

節
を
迎
え
て
い
る
。
そ
こ
に
照
準
を

合
わ
せ
た
授
賞
な
の
だ
。(

響

敏
也
)
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42

臆
選
考
委
員

河崎晃一さん

く芦屋市立美術博物館学芸課長>

越智裕二郎さん

〈兵庫県立美術館

企画・学芸部門マネージャー〉

臆
選
考
経
過

過
去
、
す
で
に
受
賞
し
て
い
る
も

の
の
、
活
躍
が
目
覚
ま
し
い
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
と
し
て
、
ま
ず
キ
リ
ン
プ
ラ

ザ
大
阪
の
展
覧
会
「
そ
の
男
・
棲
息
」

が
話
題
の
榎
忠
。
平
成
1
7
年
度
赤

川
社
賞
を
受
賞
し
た
藤
原
志
保
が

挙
げ
ら
れ
た
。

続
い
て
、
平
成
1
7
年
度
兵
庫
県

芸
術
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
児
玉
靖
枝
、

●
第
三
十
四
回
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
〈
美
術
部
門
〉

美
術
界
に
彗
星
の
よ
う
に
現
れ
た
「
顔
」

溝
田
知
子

着
任
芳
枝
は
、
こ
つ
こ
つ
と
続
け

ら
れ
る
制
作
活
動
に
評
価
が
高
ま
っ

た
。
絵
本
、
雑
誌
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
に
活
動
の
場

を
広
げ
る
W
A
K
K
日
N
こ
と
湧

嶋
克
巳
。
日
本
の
美
で
あ
る
陰
陽

を
感
じ
さ
せ
る
と
評
価
の
高
か
っ
た
、

石
野
善
浩
の
ト
ア
ロ
ー
ド
画
廊
で

の
個
展
。
神
戸
ア
ー
ト
界
を
代
表
す

る

N
 
P
 
O

団
体
、
C
 
A
 
P

H
O
U
S
E

(
代
表
・
杉
山
知
子
)
、

リ
・
フ
ォ
ー
プ

(
代
表
・
宮
崎
み
よ

し
)

の
活
動
。
明
石
出
身
・
ロ
ン
ド

ン
在
住
の
写
真
家
・
米
田
知
子
の

奥
行
き
の
あ
る
作
品
世
界
も
話
題
に

上
っ
た
。

受
賞
し
た
澤
田
知
子
は
、
選
考

会
冒
頭
よ
り
話
題
に
。
今
年
か
ら
再

ス
タ
ー
ト
の
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
に
、

ユ
ニ
ー
ク
な
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

決
定
。

(
文
中
敬
称
略
)

18.松本話(彫刻)

19,杉山知子(造形)

20.田中昇(彫刻〉

21.坪田政彦〈絵画)

木津文哉(絵画)

22.片山みやび(版画)

23.牛尾啓三〈彫刻)

24.中井浩史〈絵画)

25.奥田蕾己(絵画)

26.赤崎みま(写真)

27.宮崎みよし(造形)

28.上前智祐(造形)

29.上村亮太(造形)

30.内藤絹子(造形)

31.山口さとこ(造形)

32.塚脇渡(造形)

33.小野田賞(絵画)

歴代受賞者
1.山口放生(彫刻)

2.丸木耕(造形)

3.小西保文(洋画)

4.藤原向恵(版画)

5.斎藤智(平面)

6.鄭相和(洋画)

7.山本文彦(洋画)
8.堀尾貞治(造形)

9.積悪(造形)

10.松谷武判(版画)

11.木下佳道代(平面)

「2.宮崎豊治(造形)

13.藤原志保(平面)

14.武田則明(建築)

15.石川晴久(平面)

16.松原政治(平面)

17.植松至二(造形)

音
推
薦
の
こ
と
ば

「
神
戸
っ
子
」

が
再
刊
さ
れ
、
ブ

ル
ー
メ
ー
ル
賞
も
復
活
す
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
清
新
な
感
じ
に
相
応
し

く
と
い
う
の
で
、
異
口
同
音
に
選
者

か
ら
出
た
名
前
が
こ
の
澤
田
知
子
で

あ
っ
た
。
2
0
0
3
年
弱
冠
2
6
才

に
し
て
第
2
9
回
木
村
伊
兵
衛
写
真
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貨
を
受
賞
、
突
然
こ
の
人
の
顔
が
美

術
の
世
界
に

(
以
外
で
も
)

溢
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
云
わ
ず
と
知
れ
た

「
I
D
4
0
0
」
、
「
O
M
I
A
I
O
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
衣
装
、
コ
ス
チ
ュ

ー
ム
に
身
を
つ
つ
ん
だ
彼
女

(
よ
く

見
れ
ば
同
一
の
彼
女
)

が
氾
濫
し
た

の
で
あ
る
。
お
じ
さ
ん
た
ち
は

「
や

ら
れ
た
」
と
思
い
、
若
者
、
と
く
に

若
い
女
性
は
喝
采
を
送
っ
た
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
彼
女
は
他
の

貨
や
海
外
で
ひ
っ
ぼ
り
た
こ
と
な
り
、

「
C
O
S
T
U
M
且
や
吉
C
h
O
○
○

D
a
y
S
」
な
ど
続
々
作
品
を
発
表
、

そ
し
て
ま
だ
ま
だ
作
品
に
し
た
い
も

の
は
頭
の
引
出
し
に
い
っ
ぱ
い
あ
る

そ
う
だ
。
見
た
と
こ
ろ
若
い
の
に
、

し
っ
か
り
と
し
た
自
身
の
ア
ー
ト
の

戦
略
、
戦
術
が
み
え
る
と
こ
ろ
は
、

中
学
÷
同
校
が
松
蔭
で
あ
っ
た
と
聞

け
ば
、
師
、
椿
昇
氏
の
姿
が
見
え
隠

れ
す
る
。
自
分
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押

さ
な
い
写
真
が
木
村
伊
兵
衛
賞
を
と

る
な
ど
快
挙
で
は
な
い
か
!
ア
ー
ト

で
な
く
て
、
こ
れ
を
何
と
い
う
の
か
。

読
者
は
お
気
づ
き
だ
ろ
う
、
作
者
は

外
面
っ
て
ナ
ー
ニ
了
と
い
っ
て
い
る

の
だ
。
で
も
女
性
た
ち
は
、
外
面
に

も
引
き
ず
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
1
神

戸
の
ア
ー
ト
に
は
才
人
が
溢
れ
て
い

る
。

(
越
智
裕
二
郎
)
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●
第
三
十
四
回
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
〈
舞
台
芸
術
部
門
)

そ
れ
ぞ
れ
の
「
個
」
を
磨
き
あ
げ
た
一
心
の
演
能

上
田
兄
弟
会

44

臆
選
考
委
員

岡田美代さん 佐野漣箕さん
(演出家) 〈元神戸新聞取諦役文化事業局長)

村井顕彦さん

(神戸新聞社取締役)

(
上
田
貴
弘
・
拓
司
・

菓
選
考
経
過

洋
舞
で
は
、
貞
松
・
浜
田
バ
レ

エ
団
の

「
創
作
リ
サ
イ
タ
ル
1
8
」

の
作
品

「
D
A
N
C
E
」

が
平
成

1
7
年
度
文
化
庁
芸
術
祭
大
賞
受
賞

の
話
題
。
「
く
る
み
割
り
人
形
」

「
眠

れ
る
森
の
美
女
」
等
々
、
上
演
ご
と

に
新
し
い
工
夫
が
あ
る
。
「
創
作
リ

サ
イ
タ
ル
」

シ
リ
ー
ズ
に
お
け
る
コ

ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
の
群
舞
で

の
凝
結
、
凝
圧
し
た
躍
動
美
は
他
の

追
随
を
許
さ
な
い
実
績
が
実
っ
て
き

た
と
の
評
。
他
に

「
寺
井
美
津
子

モ
ダ
ン
リ
サ
イ
タ
ル
」

「
藤
田
佳
代

リ
サ
イ
タ
ル
」

が
注
目
さ
れ
た
。

日
舞
で
は

「
花
柳
呂
月
三
回
忌
追

善
籍
型
で
の
花
柳
芳
一
に
よ
る
毒
口

撰
」

の
茶
汲
お
梶
、
「
文
屋
」

の
康

秀
、
花
柳
小
三
郎
に
評
価
が
高
ま
る
。

大
和
松
蒔
が
「
第
4
7
回
大
和
松
蒔

舞
の
会
」

で
の
地
唄
舞
、
一
中
節
「
隅

田
川
」

を
振
付
け
て
舞
い
、
平
成

公
威
・
大
介
)

1
7
年
度
文
化
庁
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

演
劇
か
ら
、
落
語
の
怪
談
噺
を
舞
台

化
し
た
劇
団
四
季
会
の

「
怪
談
・

江
島
屋
騒
動
」
が
話
題
に
。
結
果
「
上

田
照
也
二
十
三
回
忌
追
善
会
」

か
ら
、

上
田
貴
弘
〃
拓
司
・
公
戚
・
大
介

兄
弟
4
人
に
授
賞
が
決
定
。

(
文
中
敬
称
略
)

18.久田徹ニ(能楽)

19.大和楽蘭の会(邦楽)

20.貞松・浜田バレエ団(バレエ)

21.花柳芳圭次(邦舞)
22.劇団四季会〈演劇)

23.貞松正一郎(バレエ)

24.善竹忠一郎(狂言)

25.花柳小三郎(邦舞)

26.若柳吉金吾(邦舞)

27.太田由利(バレエ)

28.善竹隆司"陸平(狂言)

29.上申裕久(バレエ)

30.藤間荊佳子(邦舞)

31.阿藤久子(フラメンコ)

32.小寺一登代(邦舞)

33.上月倫子バレエスクール(バレエ〉

歴代受賞者
1.花柳芳恵一子(邦賽)

2.花柳吉日二(邦舞)
3.吉井順葛(能楽)

4.花柳芳五三郎(邦舞)
5.花柳由曳(邦舞)

6.藤間線克郎(邦舞)

7.尾上菊見(邦舞)

8.藤井徳三(能楽)

9.海野光子(仮名子鹿歌舞伎)
10.コメディ・トフーケツ(演劇)

「1.加藤きよ子(モダンダンス)

12.藤田佳代(モダンダンス)

13.花柳五三輔(邦舞)

14.白羽弥仁(映画)

15.松本尚蒔(邦舞)

16.楠本喬章(笑グノエイト社)

17.東伯一姫(フラメンコ)
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臆
推
薦
の
こ
と
ば

観
世
流
職
分
上
田
照
也
師
は
藤
井

久
雄
師
と
並
び
立
つ
観
世
演
能
の
名

手
功
労
者
で
し
た
。
そ
の
上
田
照
也

師
の
二
十
三
回
忌
追
善
能

(
湊
川
神

社
神
能
殿
・
一
月
二
十
九
日
)

で
、

長
男
上
田
貴
弘
師
が

『
道
成
寺
』

(
赤

頭
)

を
、
次
男
上
田
拓
司
師
が

『
大

原
御
幸
』

を
、
四
男
上
田
大
介
師
が

『
安
宅
』

を
、
三
男
上
田
公
威
師
は

宗
家
付
で
居
を
東
京
へ
移
し
て
お
り
、

『
安
宅
』

で
ツ
レ
郎
党
を
勤
め
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
亡
父
の
極
め
付
き
の

大
曲
へ
の
挑
戦
で
し
た
。

写真右上l 「安宅」

(牛窓正勝撮影)

写真上/ 「道成寺」

〈小西宏美撮影)

写真下l 「大原御幸」

(小西宏美撮影)

宗
家
の
ご
指
導
も
あ
り
、
い
ず
れ

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

「
個
」
を
磨
き
あ

げ
、
い
き
い
き
、
大
き
く
高
く
、
正

し
く
豊
か
に
観
世
王
道
「
本
体
」

の

凝
結
し
た
技
量
の
確
か
さ
、
素
晴
ら

し
い
成
果
を
見
事
に
披
き
ま
し
た
。

青
は
藍
よ
り
出
で
て
藍
よ
り
青
し
、

出
藍
の

「
金
」

の
輝
き
で
し
た
。
受

賞
は
そ
う
し
た
確
実
な
芸
位
の
認
証

の
褒
賞
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
を

機
に
、
こ
の
逸
材
達
は

「
生
涯
へ
の

覚
悟
」
を
新
た
に
誓
っ
た
よ
う
で
す

か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の
「
個
」

に
あ
ふ
れ
た
一
心
の
演
能
が
期
待
さ

れ
ま
し
ょ
う
。
孫
六
人
、
甥
三
人
も

同
じ
舞
台
に
立
っ
た
と
い
う
後
継
陣

も
賑
や
か
な
兄
弟
会
の
健
斗
と
声
援

を
祈
念
し
ま
す
。

(
佐
野
漣
箕
)
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委
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第
三
十
四
回
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
〈
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
部
門
)

神
戸
発
・
日
本
最
大
級
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
タ

「
神
戸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
仕
掛
け
人

′
y
i
 
」
l
∫
・
I
γ
‖
」

高
田
恵
太
郎

46

西川勝美さん

<財団法人神戸ファッション協会

専務理事>

」患
見辛貞子さん 鈴木章子さん

<神戸芸術工科大学 <神戸ファッション

ファッションデザイン学科教授> 専門学校校長>

小泉美喜子
<本誌総編集長>

臆
選
考
経
過

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
・
神
戸
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
、
ま
た
多
く
の
シ
ョ

ッ
プ
が
オ
ー
プ
ン
し
、
話
題
を
集
め

て
い
る
。

昨
年
1
2
月
に
三
宮
に
オ
ー
プ
ン

し
た
「
メ
デ
ィ
テ
ラ
ス
」
は
、
(
株
)

ワ
ー
ル
ド
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
ス

ト
ア
。
南
仏
風
の
外
観
が
新
し
い
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
に
も
な
っ
て
い
る
。
税

関
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
と
い
う

日
本
初
の
試
み
で
話
題
を
集
め
た

「
旧

居
留
地
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
メ
イ
ン

に
し
た

「
旧
居
留
地
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
フ
ェ
ア
」

は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
人
気
シ
ョ
ッ
プ
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト

す
る
な
ど
、
街
中
を
巻
き
込
ん
だ
イ

ベ
ン
ト
だ
っ
た
。
第
1
回
受
賞
者
で

あ
る
藤
本
八
ル
ミ
の
功
績
と
、
「
波

止
場
町
T
E
N
X
 
T
E
N
」

に
制

作
の
場
を
移
動
し
て
再
ス
タ
ー
ト
を

切
る
な
ど
、
パ
ワ
フ
ル
な
活
動
に
賞

賛
の
声
も
挙
が
っ
た
。

や
は
り
、
こ
こ
数
年
に
話
題
の
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
タ
と
い
え
ば
「
神

戸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
お
い
て
他
に

な
い
で
あ
ろ
う
。
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
高
田
悪

太
郎
は
、
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
な

15.丹野最世子(デザイナー)

16.大西節子(デザイナー)

17.福井恵子(旗の作家)

18,服部メガネ店

1 9.佐顧悦板(アートフラワーデザイナー)

20.山本芳掛

(ホテルゴーフルリヅソ・

ファッションライブチノー館長)

21.大丸神戸店
22.今岡安和

(神戸ルミナリ工・プロデューサー)

23. (財)神戸ファッション協会

24, VEGAピル(ジャヴァグループ)

25.シューズフラザ

(くつのまちながた神戸)

26.内海和子(ジュエリーデザイナー)

27.藤井美智子(デザイナー)

歴代受賞者
1.藤本ハルミ(デザイナー)

2.米田博司

(神戸市心身障害者福祉センター)

3.市野木悦子(ニットデザイナー)

4. K」丁C(コウペジュニアテーラーズ)

5.太田クマコ(アートフラワーデザイナー)

6. KFS(コウペファッションソサエティ)

7. 「真珠の街・神戸」を考える

プロジェクトチーム

8.神戸市家具青年会
9. KFM (コウぺファッションモナノスト)

10.望月美佐(宙泰〉

1 1. KFC(コウペファッショングノ工-ターズ)

12.村上和子(プロデューサー)

13.中村一夫(デザイナー)

14.柴田言古

(紳士服/柴田グループ代表)
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「神戸コレクション2006S/S」より

ど
を
経
て
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
、
神
戸
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ー
ン
で
長
く
活
躍

し
て
き
た
。
過
去
の
実
績
を
含
め
て

授
賞
が
決
定
し
た
。

漢
推
薦
の
こ
と
ば

い
ま
や
日
本
で
最
大
級
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
て

き
た

「
神
戸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

の
エ

グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、

い
わ
ば
仕
掛
け
人
が
高
田
悪
太
郎
氏

だ
。今

年
で
4
年
目
を
迎
え
た
神
戸
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
は
チ
ケ
ッ
ト
が
即
日
完

亮
と
い
う
人
気
振
り
で
、
今
回
も
神

戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ー
ト
に
6
0
0

0
人
の
若
い
女
の
子
が
押
し
寄
せ
た
。

続
い
て
開
催
さ
れ
た
横
浜
会
場
や
、

北
野
ク
ラ
ブ

「
S
O
l
a
」

で
開
催

さ
れ
た

「
プ
リ
エ
ス
」
も
大
変
な
賑

わ
い
で
大
成
功
裏
に
終
了
し
た
。

当
日
の
様
子
は
後
日
主
催
の
毎
日

放
送
に
よ
り
特
集
と
し
て
放
映
さ
れ

る
た
め
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
神
戸

が
全
国
に
情
報
発
信
さ
れ
る
効
果
は

絶
大
だ
。
若
い
女
性
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
絞
り
イ
ベ
ン
ト
を
こ
こ
ま
で
育
て

上
げ
た
高
田
氏
の
功
績
は
誰
も
が
認

め
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

氏
の
思
い
は
、
ア
パ
レ
ル
を
核
と

し
て
、
真
珠
、
靴
、
灘
の
酒
、
コ
ー

ヒ
ー
、
洋
菓
子
、
洋
家
具
な
ど
と
コ

ラ
ボ
レ
ー
ト
し
な
が
ら
神
戸
の
地
場

産
業
も
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と

い
う
も
の
で
、
さ
ら
に
、
こ
れ
を
1

日
だ
け
の
賑
わ
い
で
終
わ
ら
せ
ず
、

前
後
に
イ
ベ
ン
ト
を
集
中
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
若
い
女
の
子
が
神
戸
の

街
に
少
し
で
も
長
く
滞
留
し
、
グ
ル

メ
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
も

ら
お
う
と
、
新
た
な
仕
掛
け
を
計
画

中
だ
。

高
田
氏
の
今
後
益
々
の
活
躍
を
期

待
し
た
い
。

(
西
川
勝
美
)
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尖れ思よ三園臆臆

若柳吉量追善

金鈴会
第
6
2
回
を
数
え
る
恒
例
の
金
鈴

会
公
演
が
、
4
月
2
3
日

(
日
)

に

神
戸
国
際
会
館
こ
く
さ
い
ホ
ー
ル
で

お
こ
な
わ
れ
る
。
今
回
は
昨
年
8
5

歳
で
亡
く
な
ら
れ
た
若
柳
音
量
さ
ん

の
追
善
興
行
と
な
る
。

「
父
に
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教

わ
り
ま
し
た
」

と
、
若
柳
吉
金
吾
さ

ん
は
師
で
あ
り
父
で
あ
っ
た
音
量
さ

ん
の
こ
と
を
偲
ん
で
、
稽
古
場
の
す

り
減
っ
た
槍
の
床
を
眺
め
な
が
ら
静

か
に
語
っ
た
。
「
亡
く
な
っ
て
か
ら

48

一
年
が
経
ち
ま

す
が
、
今
で
も

稽
古
場
で
ふ
と

父
を
思
い
出
し

ま
す
。
き
っ
と

あ
の
床
板
は
す

べ
て
知
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う

ね
…
」吉

金
吾
さ
ん

は
昔
、
舞
踊
家

と
い
う
の
は
作

品
が

〃
形
〃

と

し
て
残
ら
な
い

こ
と
を
悲
し
い

こ
と
だ
と
思
っ

て
い
た
。
し
か
し
、

教
え
は
人
を
介

し
て
人
に
生
き

続
け
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
に
気
付

き
、
そ
の
教
え
が
風
化
し
な
い
よ
う
、

そ
し
て
花
開
く
よ
う
に
と
、
常
に
時

代
と
と
も
に
研
ぎ
澄
ま
し
、
上
品
な

舞
踊
を
と
心
が
け
て
自
ら
舞
う
だ
け

で
な
く
、
お
弟
子
さ
ん
た
ち
に
も
踊

る
楽
し
み
や
踊
り
の
精
神
、
そ
し
て

舞
踊
の
芸
術
性
を
伝
授
す
る
と
い
う

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
「
今

は
教
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
ひ
し
ひ

し
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
大
切
な
の

は

"
そ
の
人
を
生
か
す
〃

と
い
う
こ

と
と
、
心
̃
理
解
̃
表
現
と
い
う
一

連
の
流
れ
を
伝
え
る
こ
と
に
あ
る
と

思
い
ま
す
」
と
吉
金
吾
さ
ん
は
背
筋

を
伸
ば
し
た
。

音
量
さ
ん
の

「
身
体
か
ら
匂
う
よ

う
な
」
踊
り
と
、
「
そ
の
時
代
の
人

と
な
っ
て
踊
る
」

と
い
う
心
は
、
吉

金
吾
さ
ん
と
そ
の
お
弟
子
さ
ん
た
ち

に
し
っ
か
り
と
受
け
継
が
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
理
解
と
個
性
に
岨
囁
さ
れ
て

美
し
い
舞
と
な
り
、
舞
台
を
楽
し
く

華
や
か
に
彩
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
後

半
に
は
、
音
量
さ
ん
が
最
後
に
踊
っ

た

〃
四
季
の
山
姥
〃

や
、
吉
金
吾
さ

ん
が
青
畳
さ
ん
に
勧
め
ら
れ
て
振
付

を
し
た

〃
雨
の
四
季
〃
な
ど
音
量
さ

ん
ゆ
か
り
の
演
目
を
配
し
て
い
る
。

神
戸
に
愛
さ
れ
た
音
量
さ
ん
の
魂
も
、

こ
の
日
は
き
っ
と
舞
台
に
帰
っ
て
く
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る
だ
ろ
う
。

伝
承
の

「
枠
」
を
む
し
ろ
積
極
的

に
未
来
へ
の

「
門
」
と
捉
え
、
時
代

と
個
性
を
柔
軟
に
迎
え
入
れ
た
音
量

さ
ん
の
精
神
と
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ

た
踊
り
は
、
は
じ
め
て
日
本
舞
踊
に

触
れ
る
人
た
ち
に
も
受
け
入
れ
ら
れ

や
す
く
、
感
銘
を
与
え
る
に
違
い
な

い
。
サ
ロ
ン
的
な
雰
囲
気
の
中
、
季

節
を
愉
し
む
心
や
伝
統
芸
能
の
奥
深

さ
、
そ
し
て
日
本
の
良
さ
を
金
鈴
会

で
是
非
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。

「四季の山姥」を踊る吉金吾さん(右)と在りし日の古壷さん(左〉

主催金給金

公演神戸新聞社 兵庫県舞踊文化協会

日時 4月23日(日)10時開演

会場神戸国際会館 こくさいホール 密078-231-8161

神戸市中央区御幸通8-1 -6 三宮駅よりフラワーロードを南へ徒歩約3分

http:〃www.kih.co.jp/ha111

お問い合せ:若柳吉金吾 蜜078-341-6832
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